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一　

は
じ
め
に

　

二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
に
国
際
刑
事
裁

判
所
（International Crim

inal Court, ICC
）
が
常
設
機
関
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
裁
判
所
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
火

が
お
さ
ま
っ
た
直
後
の
重
大
戦
争
犯
罪
人
裁
判―
連
合
国
軍
が

行
っ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
お
よ
び
東
京
裁
判
（
と
通
称
さ
れ
る

も
の
）―

が
終
了
し
た
当
時
（
一
九
四
七
～
一
九
四
八
年
）
に
、
両

裁
判
の
合
法
性
に
対
す
る
世
界
的
な
疑
問
、
批
判
な
い
し
非
難
を
背

景
に
し
て
、
国
際
連
合
総
会
で
そ
の
下
部
機
関
で
あ
る
国
際
法
委
員

会
（International Law

 Com
m

ission, ILC

）
に
設
立
の
た
め
の
規
程

の
作
成
が
要
望
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が

（
（
（

、
国
際
情
勢
か
ら
来
る
制

約
も
あ
っ
て
（
国
連
）
国
際
法
委
員
会
の
作
業
は
円
滑
に
進
展
す
る

こ
と
な
く
、
や
が
て
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
旧
ユ
ー
ゴ
ー
や
ル
ワ

ン
ダ
に
お
け
る
集
団
虐
殺
事
件
が
起
き
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
中
心

に
し
て
国
際
社
会
の
国
際
刑
事
法
廷
実
現
へ
の
関
心
が
再
び
高
ま
る

こ
と
と
な
り
、
一
九
九
四
年
に
国
際
法
委
員
会
が
刑
事
裁
判
所
規
程

の
原
案
を
国
連
総
会
に
提
出
す
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
を
境
に
一
九
九

五
年
以
降
、
国
際
連
合
で
は
国
際
刑
事
裁
判
所
を
設
立
す
る
た
め
の

条
約
（
規
程
）
草
案
に
つ
い
て
諸
国
専
門
家
の
間
で
熱
心
に
検
討
が

行
わ
れ
、
一
九
九
八
年
六
月
～
七
月
の
五
週
間
に
わ
た
り
、
イ
タ
リ

ア
の
ロ
ー
マ
で
国
際
刑
事
裁
判
所
設
立
に
関
す
る
国
連
主
催
の
外
交

会
議
が
開
催
さ
れ
、
七
月
十
七
日
に
同
裁
判
所
の
設
立
条
約
（
Ｉ
Ｃ

Ｃ
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
と
い
わ
れ
る
も
の
、
前
文
な
ら
び
に
本
文
十
三
部

百
二
十
八
か
条
）
が
採
択
さ
れ
た
。
本
規
程
第
百
二
十
六
条
は
、
六

十
番
目
の
批
准
書
、
受
諾
書
、
承
認
書
ま
た
は
加
入
書
（instrum

ent 

of ratification, acceptance, approval or accession

）
が
国
連
事
務
総

長
に
寄
託
さ
れ
た
日
の
後
六
十
日
目
の
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初

日
に
規
程
が
効
力
を
生
ず
る
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に
従
っ
て
Ｉ

Ｃ
Ｃ
規
程
が
発
効
し
、
既
述
の
ご
と
く
二
〇
〇
二
年
七
月
一
日
に
国

国
際
法
上
の
最
重
大
個
人
犯
罪
と
国
際
刑
事
裁
判
所佐

藤

和

男
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際
刑
事
裁
判
所
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
七
年
二
月
現
在
で

正
式
の
締
約
国
数
は
一
〇
四
か
国
（
署
名
国
は
一
三
九
か
国
）
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
、
ロ
シ
ア
、
中
国
な
ど
の
大
国
が
未
加
入
で
あ
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
わ
が
国
は
、
本
年
（
二
〇
〇
七
年
）
中
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
ロ
ー

マ
規
程
の
締
結
（
十
月
の
加
入
を
想
定
）
を
め
ざ
し
て
政
府
は
二
月
の

閣
議
決
定
を
経
て
準
備
（
国
内
法
整
備
、
分
担
金
の
予
算
措
置
）
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
国
際
刑
事
裁
判
所
の
二
〇
〇
六
年
度
の

予
算
規
模
は
約
八
〇
四
〇
万
ユ
ー
ロ
（
約
一
一
〇
億
円
）
で
、
加
盟

諸
国
の
分
担
金
に
よ
り
ま
か
な
わ
れ
て
お
り
（
ド
イ
ツ
は
約
二
〇
億
円
、

イ
ギ
リ
ス
は
約
一
四
億
円
、
フ
ラ
ン
ス
は
約
一
四
億
円
）、
わ
が
国
も
Ｉ

Ｃ
Ｃ
規
程
の
締
約
国
と
な
れ
ば
相
応
の
予
算
分
担
の
義
務
を
負
う
こ

と
に
な
り
、
平
成
十
九
年
度
予
算
政
府
案
〔
外
務
省
所
管
予
算
〕
で

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
分
担
金―

―

二
〇
〇
七
年
十
～
十
二
月
の
三
か
月
分
と

し
て―

―

約
七
億
二
千
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

二　

前
文
に
示
さ
れ
た
国
際
刑
事
裁
判
所
の
理
念

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
ロ
ー
マ
規
程
の
前
文
（Pream

ble

）
は
、
要
約
す
れ
ば
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

�　

二
十
世
紀
に
多
数
の
児
童
、
女
性
お
よ
び
男
性
が
、
人
類
の
良

心
に
深
く
衝
撃
を
与
え
る
想
像
を
絶
す
る
残
虐
な
行
為
の
犠
牲
者

と
な
っ
て
き
た
、

　

�　

こ
の
よ
う
な
重
大
な
犯
罪
は
、
世
界
の
平
和
、
安
全
お
よ
び
福

祉
を
脅
か
す
も
の
で
あ
る
、

　

�　

国
際
社
会
全
体
の
関
心
事
で
あ
る
最
も
重
大
な
犯
罪
は
処
罰
さ

れ
ず
に
済
ま
さ
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
に
対
す
る
効

果
的
な
訴
追
が
、
国
内
的
措
置
と
国
際
協
力
の
強
化
と
に
よ
っ
て

確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

　

�　

国
際
犯
罪
に
責
任
を
有
す
る
者
に
刑
事
裁
判
権
を
行
使
す
る
こ

と
は
、
す
べ
て
の
国
家
の
責
務
で
あ
る
、

　

�　

国
際
連
合
の
目
的
を
尊
重
し
、
国
際
連
合
お
よ
び
そ
の
関
連
機

関
と
連
携
関
係
を
有
し
、
国
際
社
会
全
体
の
関
心
事
で
あ
る
最
も

重
大
な
犯
罪
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
独
立
し
た
常
設
の
国

際
刑
事
裁
判
所
を
設
立
す
る
、

　

�　

本
裁
判
所
は
、
国
家
の
刑
事
裁
判
権
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、

国
際
正
義
の
永
続
的
な
尊
重
と
実
現
を
保
障
す
る
。

　

以
上
が
国
際
刑
事
裁
判
所
の
理
念
と
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ

き
は
「
補
完
性
の
原
則
」
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
「
国
際
社
会
全
体
の

関
心
事
で
あ
る
最
も
重
大
な
犯
罪
」（the m

ost serious crim
es of 

concern to the international com
m

unity as a w
hole

）
に
関
し
て

個
人
を
訴
追
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
国
家
が
被
疑
者
を
訴
追
す
る
能

力
や
意
思
を
持
た
な
い
と
い
う
よ
う
な
例
外
的
な
場
合
を
除
い
て
、

国
内
裁
判
所
が
刑
事
管
轄
権
を
行
使
し
て
い
る
と
き
に
は
、
国
際
刑

事
裁
判
所
は
管
轄
権
を
行
使
し
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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三　

国
際
刑
事
裁
判
所
が
さ
ば
く
最
重
大
個
人
犯
罪

　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
、
国
際
法
上
の
最
重
大
個
人
犯
罪
と
し
て
挙
げ
て
い
る

⑴
集
団
殺
害
罪
、
⑵
人
道
に
対
す
る
罪
、
⑶
戦
争
犯
罪
の
三
犯
罪
に

つ
い
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
（
事
項
管
轄
の
限
定
、
規
程
第
五
条
）。
侵

攻
犯
罪
（
侵
略
犯
罪
と
い
う
訳
語
は
不
正
確
で
あ
る
。aggression

は
不

当
な
攻
撃
、
侵
攻
と
訳
し
た
ほ
う
が
正
確
で
あ
る

（
（
（

）
も
一
応
規
程
中
に
掲

げ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
他
の
三
犯
罪
は
厳
密
な
定
義
が
示
さ
れ
て
い

る
の
に
、
侵
攻
（
犯
）
罪
の
み
は
未
定
義
で
あ
り
、
い
ず
れ
将
来
規

程
改
正
の
手
続
き
を
経
て
厳
密
な
定
義
が
明
示
さ
れ
、
か
つ
Ｉ
Ｃ
Ｃ

に
よ
る
管
轄
権
の
行
使
の
条
件
が
定
め
ら
れ
て
は
じ
め
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の

管
轄
権
行
使
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
侵
攻
罪
に
つ
い
て
は
今

後
引
き
続
い
て
締
約
国
会
議
で
論
議
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
が
、
わ
が

国
外
務
省
の
関
係
者
の
予
想
す
る
と
こ
ろ
で
は
近
い
将
来
に
お
け
る

明
確
な
定
義
の
確
定―

従
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
事
項
管
轄
中
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
こ
と―

は
、
難
し
そ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

以
下
、
三
つ
の
最
重
大
犯
罪
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
適
用
上
の
定
義
（
本

規
程
第
五
条
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
に
示
さ
れ
る
も
の
）
を
見
て

お
く
こ
と
と
す
る
。

　

①
集
団
殺
害
罪
（T

he crim
e of genocide

）

　

国
民
的
、
民
族
的
、
人
種
的
ま
た
は
宗
教
的
な
集
団
（a national, 

ethnical, racial or religious group

）
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
対
し
、

そ
の
集
団
自
体
を
破
壊
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
う
次
の
い
ず
れ
か
の

行
為
。（
第
六
条
）

　

⒜�　

当
該
集
団
の
構
成
員
を
殺
害
す
る
こ
と
。

　

⒝�　

当
該
集
団
の
構
成
員
の
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
大
な
害
を
与

え
る
こ
と
。

　

⒞�　

当
該
集
団
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
対
し
、
身
体
的
破
壊
を
も

た
ら
す
こ
と
を
意
図
し
た
生
活
条
件
を
故
意
に
課
す
る
こ
と
。

　

⒟�　

当
該
集
団
内
部
の
出
生
を
妨
げ
る
こ
と
を
意
図
す
る
措
置
を

と
る
こ
と
。

　

⒠�　

当
該
集
団
の
児
童
を
他
の
集
団
に
強
制
的
に
移
す
こ
と
。

　

②
人
道
に
対
す
る
罪
（Crim

es against hum
anity

）

　

文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
広
範
ま
た
は
組
織
的
な
攻
撃
（a w

ide-

spread or system
atic attack directed against any civilian popula-

tion

）
の
一
部
と
し
て
、そ
の
よ
う
な
攻
撃
で
あ
る
と
認
識
し
つ
つ
行

う
次
の
い
ず
れ
か
の
行
為
。（
第
七
条
第
一
項
）

　

⒜　

殺
人

　

⒝　

絶
滅

　

⒞　

奴
隷
化

　

⒟　

住
民
の
追
放
ま
た
は
強
制
移
送

　

⒠�　

国
際
法
の
基
本
的
規
則
に
違
反
す
る
拘
禁
ま
た
は
そ
の
他
の

身
体
的
な
自
由
の
著
し
い
剥
奪

　

⒡　

拷
問
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⒢�　

強
姦
、
性
的
奴
隷
化
、
強
制
売
春
、
強
い
ら
れ
た
妊
娠
状
態

の
継
続
、
強
制
断
種
、
ま
た
は
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性

的
暴
力
で
あ
っ
て
こ
れ
ら
と
同
等
の
重
大
性
を
有
す
る
も
の

　

⒣�　

政
治
的
、
人
種
的
、
国
民
的
、
民
族
的
、
文
化
的
ま
た
は
宗

教
的
な
理
由
、（
男
性
と
女
性
と
い
う
意
味
で
の
）
性
に
か
か
わ
る

理
由
、
ま
た
は
そ
の
他
の
国
際
法
上
許
容
さ
れ
な
い
と
普
遍
的

に
認
め
ら
れ
て
い
る
理
由
に
基
づ
く
特
定
の
集
団
ま
た
は
共
同

体
に
対
す
る
迫
害
で
あ
っ
て
、
第
七
条
第
一
項
に
掲
げ
る
行
為

ま
た
は
本
裁
判
所
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
を
伴
う
も

の

　

⒤�　

人
の
強
制
失
踪

　

⒥�　

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
犯
罪

　

⒦�　

そ
の
他
の
同
様
な
性
質
を
有
す
る
非
人
道
的
な
行
為
で
あ
っ

て
、
身
体
ま
た
は
心
身
の
健
康
に
対
し
て
故
意
に
重
い
苦
痛
を

与
え
る
か
、
ま
た
は
重
大
な
傷
害
を
加
え
る
も
の

　

以
上
の
「
人
道
に
対
す
る
罪
」
の
規
定
の
適
用
に
関
し
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｃ
規
程
は
、
次
の
よ
う
に
特
記
し
て
い
る
。

　

⒜�　
「
文
民
た
る
住
民
に
対
す
る
攻
撃
」
と
は
、
そ
の
よ
う
な
攻

撃
を
行
う
と
の
国
も
し
く
は
組
織
の
政
策
に
従
い
、
ま
た
は
当

該
政
策
を
推
進
す
る
た
め
、
文
民
た
る
住
民
に
対
し
て
第
七
条

第
一
項
に
掲
げ
る
行
為
を
、
多
重
的
に
行
う
こ
と
を
含
む
一
連

の
行
為
を
い
う
。

　

⒝�　
「
絶
滅
」
に
は
、
住
民
の
一
部
の
破
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
を

意
図
し
た
生
活
条
件
を
故
意
に
課
す
る
こ
と
（
特
に
食
糧
お
よ

び
薬
剤
の
入
手
の
機
会
の
剥
奪
）
を
含
む
。

　

⒞�　
「
奴
隷
化
」
は
、
人
に
対
し
て
、
所
有
権
に
伴
う
権
限
の
い

ず
れ
か
、
ま
た
は
す
べ
て
を
行
使
す
る
こ
と
意
味
し
、
人
（
特

に
女
性
お
よ
び
児
童
）
の
取
引
の
過
程
で
そ
の
よ
う
な
権
限
を
行

使
す
る
こ
と
を
含
む
。

　

⒟�　
「
住
民
の
追
放
ま
た
は
強
制
移
送
」
と
は
、
国
際
法
の
下
で

許
容
さ
れ
て
い
る
理
由
に
よ
る
こ
と
な
く
、
退
去
ま
た
は
そ
の

他
の
強
制
的
行
為
に
よ
り
、
合
法
的
に
所
在
す
る
地
域
か
ら
関

係
す
る
住
民
を
強
制
的
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
を
い
う
。

　

⒠�　
「
拷
問
」
と
は
、
身
体
的
な
も
の
で
あ
る
か
精
神
的
な
も
の

で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
抑
留
さ
れ
て
い
る
者
ま
た
は
支
配
下
に

あ
る
者
に
著
し
い
苦
痛
を
故
意
に
与
え
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ

し
、
拷
問
に
は
、
専
ら
合
法
的
な
制
裁
に
固
有
の
、
ま
た
は
こ

れ
に
付
随
す
る
苦
痛
が
生
ず
る
こ
と
を
含
ま
な
い
。

　

⒡�　
「
強
い
ら
れ
た
妊
娠
状
態
の
継
続
」
と
は
、
住
民
の
民
族
的

な
組
成
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
ま
た
は
国
際
法
に
対
す
る
そ

の
他
の
重
大
な
違
反
を
行
う
こ
と
を
意
図
し
て
、
強
制
的
に
妊

娠
さ
せ
ら
れ
た
女
性
を
不
法
に
監
禁
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の

定
義
は
、
妊
娠
に
関
す
る
国
内
法
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
解

し
て
は
な
ら
な
い
。
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⒢�　
「
迫
害
」
と
は
、
集
団
ま
た
は
共
同
体
の
同
一
性
（the iden-

tity of the group or collectivity

）
を
理
由
と
し
て
、
国
際
法

に
違
反
し
て
基
本
的
な
権
利
を
意
図
的
に
か
つ
著
し
く
剥
奪
す

る
こ
と
を
い
う
。

　

⒣�　
「
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
犯
罪
」
と
は
、
第
七
条
第
一
項
に
掲
げ

る
行
為
と
同
様
な
性
質
を
有
す
る
非
人
道
的
行
為
で
あ
っ
て
、

一
の
人
種
的
集
団
が
他
の
一
以
上
の
人
種
的
集
団
を
組
織
的
に

抑
圧
、
お
よ
び
支
配
す
る
制
度
化
さ
れ
た
体
制
と
の
関
連
に
お

い
て
、
か
つ
、
当
該
体
制
を
維
持
す
る
意
図
を
も
っ
て
行
う
も

の
を
い
う
。

　

⒤�　
「
人
の
強
制
失
踪
」
と
は
、
国
も
し
く
は
政
治
的
組
織
ま
た

は
こ
れ
ら
に
よ
る
許
可
、
支
援
も
し
く
は
黙
認
を
得
た
者
が
、

長
期
間
法
律
の
保
護
の
下
か
ら
排
除
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
人

を
逮
捕
し
、
拘
禁
し
、
ま
た
は
拉
致
す
る
行
為
で
あ
っ
て
、
そ

の
自
由
を
剥
奪
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ず
、
ま
た
は
そ
の
消
息

も
し
く
は
所
在
に
関
す
る
情
報
の
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
を
伴

う
も
の
を
い
う
。

　

③
戦
争
犯
罪
（W
ar crim

es

）

　

国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
戦
争
犯
罪
、
特
に
計
画
も
し
く
は
政
策
の

一
部
と
し
て
、
ま
た
は
大
規
模
に
行
わ
れ
た
そ
の
よ
う
な
犯
罪
の
一

部
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
し
（
第
八
条
第
一

項
）、本
規
程
の
適
用
上
、「
戦
争
犯
罪
」
と
は
次
の
行
為
を
い
う
（
第

八
条
第
三
項
）。

　

⒜�　

一
九
四
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約

（
（
（

に
対
す
る

重
大
な
違
反
行
為
、
す
な
わ
ち
、
関
連
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約

に
基
づ
い
て
保
護
さ
れ
る
人
ま
た
は
財
産
に
対
し
て
行
わ
れ
る

次
の
い
ず
れ
か
の
行
為

　
　

ⅰ�　

殺
人

　
　

ⅱ�　

拷
問
ま
た
は
非
人
道
的
な
取
扱
い
（
生
物
学
的
な
実
験
を
含

む
）

　
　

ⅲ�　

身
体
ま
た
は
健
康
に
対
し
て
故
意
に
重
い
苦
痛
を
与
え
、

ま
た
は
重
大
な
傷
害
を
加
え
る
こ
と

　
　

ⅳ�　

軍
事
上
の
必
要
性
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
な
い
不
法
か
つ

恣
意
的
に
行
う
財
産
の
広
範
な
破
壊
ま
た
は
徴
発

　
　

ⅴ�　

捕
虜
そ
の
他
の
被
保
護
者
を
強
制
し
て
敵
国
の
軍
隊
に
お

い
て
服
務
さ
せ
る
こ
と

　
　

ⅵ�　

捕
虜
そ
の
他
の
被
保
護
者
か
ら
の
、
公
正
な
正
式
の
裁
判

を
受
け
る
権
利
の
剥
奪

　
　

ⅶ　

不
法
な
追
放
、
移
送
ま
た
は
拘
禁

　
　

ⅷ　

人
質
を
と
る
こ
と

　

⒝�　

確
立
さ
れ
た
国
際
法
の
枠
組
に
お
い
て
国
際
的
な
武
力
衝
突

（international arm
ed conflict

）
の
際
に
適
用
さ
れ
る
法
規
お

よ
び
慣
例
に
対
す
る
そ
の
他
の
著
し
い
違
反
、
す
な
わ
ち
、
次

の
い
ず
れ
か
の
行
為
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ⅰ�　

文
民
た
る
住
民
そ
れ
自
体
ま
た
は
敵
対
行
為
に
直
接
参
加

し
て
い
な
い
個
々
の
文
民
を
故
意
に
攻
撃
す
る
こ
と

　
　

ⅱ�　

民
用
物
、
す
な
わ
ち
、
軍
事
目
標
以
外
の
物
を
故
意
に
攻

撃
す
る
こ
と

　
　

ⅲ�　

国
際
連
合
憲
章
の
下
で
の
人
道
的
援
助
ま
た
は
平
和
維
持

活
動
に
か
か
わ
る
要
員
、
施
設
、
物
品
、
組
織
ま
た
は
車
両

で
あ
っ
て
、
武
力
衝
突
に
関
す
る
国
際
法
の
下
で
文
民
ま
た

は
民
用
物
に
与
え
ら
れ
る
保
護
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
も

の
を
故
意
に
攻
撃
す
る
こ
と

　
　

ⅳ�　

予
期
さ
れ
る
具
体
的
か
つ
直
接
的
な
軍
事
的
利
益
全
体
と

の
比
較
に
お
い
て
、
攻
撃
が
、
巻
き
添
え
に
よ
る
文
民
の
死

亡
も
し
く
は
傷
害
、
民
用
物
の
損
傷
ま
た
は
自
然
環
境
に
対

す
る
広
範
、
長
期
的
か
つ
深
刻
な
損
害
で
あ
っ
て
、
明
ら
か

に
過
度
と
な
り
得
る
も
の
を
引
き
起
こ
す
こ
と
を
認
識
し
な

が
ら
故
意
に
攻
撃
す
る
こ
と

　
　

ⅴ�　

手
段
の
い
か
ん
を
問
わ
ず
、
防
衛
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ

軍
事
目
標
で
な
い
都
市
、
町
村
、
住
居
ま
た
は
建
物
を
攻
撃

し
、
ま
た
は
砲
撃
し
、
も
し
く
は
爆
撃
す
る
こ
と

　
　

ⅵ�　

武
器
を
放
棄
し
、
ま
た
は
防
衛
の
手
段
を
も
は
や
持
た
ず

に
自
ら
投
降
し
た
戦
闘
員
（a com

batant w
ho, having laid 

dow
n his arm

s or having no longer m
eans of defence, has 

surrendered at discretion

）
を
殺
害
し
、
ま
た
は
負
傷
さ
せ

る
こ
と

　
　

ⅶ�　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
定
め
る
特
殊
標
章
の
ほ
か
、
休
戦

旗
（flag of truce

）
ま
た
は
敵
国
も
し
く
は
国
際
連
合
の
旗

も
し
く
は
軍
隊
の
記
章
お
よ
び
制
服
を
不
適
正
に
使
用
し
て
、

死
亡
ま
た
は
重
傷
の
結
果
を
も
た
ら
す
こ
と

　
　

ⅷ�　

占
領
国
が
、
そ
の
占
領
地
域
に
自
国
の
文
民
た
る
住
民

（civilian population

）
の
一
部
を
直
接
も
し
く
は
間
接
に
移

送
す
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
の
占
領
地
域
の
住
民
の
全
部
も
し

く
は
一
部
を
当
該
占
領
地
域
の
内
に
お
い
て
、
も
し
く
は
そ

の
外
に
追
放
し
、
も
し
く
は
移
送
す
る
こ
と

　
　

ⅸ�　

宗
教
、
教
育
、
芸
術
、
科
学
ま
た
は
慈
善
の
た
め
に
供
さ

れ
る
建
物
、
歴
史
的
建
造
物
、
病
院
お
よ
び
傷
病
者
の
収
容

所
で
あ
っ
て
、
軍
事
目
標
以
外
の
も
の
を
故
意
に
攻
撃
す
る

こ
と

　
　

ⅹ�　

敵
対
当
事
者
（adverse party

）
の
権
力
内
に
あ
る
者
に

対
し
、
身
体
の
切
断
ま
た
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
医
学
的
も
し

く
は
科
学
的
な
実
験
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
医
療
上
正
当
と

認
め
ら
れ
る
も
の
で
も
、
そ
の
者
の
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ

る
も
の
で
も
な
く
、
か
つ
そ
の
者
を
死
に
至
ら
し
め
、
ま
た

は
そ
の
健
康
に
重
大
な
危
険
が
生
ず
る
も
の
を
受
け
さ
せ
る

こ
と

　
　

ⅺ�　

敵
対
す
る
国
ま
た
は
軍
隊
に
属
す
る
個
人
を
背
信
的
に
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（treacherously

）
殺
害
し
、
ま
た
は
負
傷
さ
せ
る
こ
と

　
　

ⅻ�　

助
命
し
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と

　
　

��　

敵
対
当
事
者
の
財
産
（enem

y's property

）
を
破
壊
し
、

ま
た
は
押
収
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
戦
争
の
必
要
性
か
ら
絶

対
的
に
そ
の
破
壊
ま
た
は
押
収
が
求
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

　
　

��　

敵
対
当
事
国
の
国
民
の
権
利
お
よ
び
訴
権
が
消
滅
し
た
こ

と
、
停
止
し
た
こ
と
、
ま
た
は
裁
判
所
に
お
い
て
受
理
さ
れ

な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
。

　
　

��　

敵
対
当
事
国
の
国
民
が
戦
争
の
開
始
前
に
本
国
の
軍
役
に

服
し
て
い
た
か
否
か
を
問
わ
ず
、
当
該
国
民
に
対
し
、
そ
の

本
国
に
対
す
る
軍
事
行
動
へ
の
参
加
を
強
制
す
る
こ
と
。

　
　

(xvi)�　

襲
撃
（assault

）
に
よ
り
占
領
し
た
場
合
で
あ
る
か
否
か

を
問
わ
ず
、都
市
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
略
奪
（pillaging

）

を
行
う
こ
と
。

　
　

(xvii)�　

毒
物
ま
た
は
毒
を
施
し
た
兵
器
を
使
用
す
る
こ
と
。

　
　

(xviii)�　

窒
息
性
ガ
ス
、
毒
性
ガ
ス
ま
た
は
こ
れ
ら
に
類
す
る
ガ
ス

お
よ
び
こ
れ
ら
と
類
似
の
す
べ
て
の
液
体
、
物
質
ま
た
は
考

案
物
を
使
用
す
る
こ
と
。

　
　

(xix)�　

人
体
内
に
お
い
て
容
易
に
展
開
し
、
ま
た
は
扁
平
と
な
る

弾
丸
（
例
え
ば
、
外
包
が
硬
い
弾
丸
で
あ
っ
て
、
そ
の
外
包
が
弾

芯
を
全
面
的
に
は
被
覆
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
そ
の
外
包
に
切
込

み
が
施
さ
れ
た
も
の
）
を
使
用
す
る
こ
と
。

　
　

(xx)�　

武
力
衝
突
に
関
す
る
国
際
法
に
違
反
し
て
、
そ
の
性
質
上

過
度
の
傷
害
も
し
く
は
無
用
の
苦
痛
を
与
え
、
ま
た
は
本
質

的
に
無
差
別
な
兵
器
、
投
射
物
お
よ
び
物
質
な
ら
び
に
戦
闘

の
方
法
を
用
い
る
こ
と
。（
た
だ
し
、
こ
れ
ら
が
包
括
的
な
禁
止

の
対
象
と
さ
れ
、
本
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
関
連
規
定
に
基
づ
く
改
正
に

よ
り
本
規
程
の
付
属
書
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
）

　
　

(xxi)�　

個
人
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
こ
と
（
特
に
、
侮
辱
的
で
体
面
を

汚
す
待
遇
）。

　
　

(xxii)�　

強
姦
、
性
的
な
奴
隷
、
強
制
売
春
、
第
七
条
第
二
項
⒡
に

定
義
す
る
強
い
ら
れ
た
妊
娠
状
態
の
継
続
、
強
制
断
種
、
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性
的
暴
力
で
あ
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ

諸
条
約
に
対
す
る
重
大
な
違
反
行
為
を
構
成
す
る
も
の
を
行

う
こ
と
。

　
　

(xxiii)�　

特
定
の
地
点
、
地
域
ま
た
は
軍
隊
が
、
軍
事
行
動
の
対
象

と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
文
民
ま
た
は
そ
の
他
の

被
保
護
者
の
存
在
を
利
用
す
る
こ
と
。

　
　

(xxiv) �　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
定
め
る
特
殊
標
章
を
国
際
法
に

従
っ
て
使
用
し
て
い
る
建
物
、
物
品
、
医
療
組
織
、
医
療
用

輸
送
手
段
お
よ
び
要
員
を
故
意
に
攻
撃
す
る
こ
と
。

　
　

(xxv)�　

戦
闘
の
方
法
と
し
て
、
文
民
か
ら
そ
の
生
存
に
不
可
欠
な

物
品
を
剥
奪
す
る
こ
と
（
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
規
定
す
る
救
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済
品
の
分
配
を
故
意
に
妨
げ
る
こ
と
を
含
む
）
に
よ
っ
て
生
ず
る

飢
餓
の
状
態
を
故
意
に
利
用
す
る
こ
と
。

　
　

(xxvi)�　

十
五
歳
未
満
の
児
童
を
自
国
の
軍
隊
に
強
制
的
に
徴
集
し
、

も
し
く
は
志
願
に
基
づ
い
て
編
入
す
る
こ
と
、
ま
た
は
敵
対

行
為
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
使
用
す
る
こ
と
。

　

⒞�　

国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
衝
突
（arm

ed conflict not 

of an international character

）
の
場
合
に
は
、
一
九
四
九
年

八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
そ
れ
ぞ
れ
の
第
三
条
に

共
通
し
て
規
定
す
る
著
し
い
違
反
、
す
な
わ
ち
、
敵
対
行
為
に

直
接
に
参
加
し
な
い
者
（
武
器
を
放
棄
し
た
軍
隊
の
構
成
員
お
よ

び
病
気
、
負
傷
、
抑
留
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
戦
闘
能
力
の
な
い
者
を

含
む
）
に
対
す
る
次
の
い
ず
れ
か
の
行
為

　
　

ⅰ�　

生
命
お
よ
び
身
体
に
対
し
害
を
加
え
る
こ
と
（
特
に
、
あ

ら
ゆ
る
種
類
の
殺
人
、
身
体
の
切
断
、
虐
待
お
よ
び
拷
問
）。

　
　

ⅱ�　

個
人
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
こ
と
（
特
に
、
侮
辱
的
で
体
面
を

汚
す
待
遇
）。

　
　

ⅲ�　

人
質
を
と
る
こ
と
。

　
　

ⅳ�　

一
般
に
不
可
欠
と
認
め
ら
れ
る
裁
判
上
の
す
べ
て
の
保
障

を
与
え
る
正
規
に
構
成
さ
れ
た
裁
判
所
の
宣
告
す
る
判
決
に

よ
る
こ
と
な
く
刑
を
言
い
渡
し
、
か
つ
執
行
す
る
こ
と
。

　

⒟�　

⒞
の
規
定
は
、
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
衝
突
に
つ
い

て
適
用
す
る
も
の
と
し
、
暴
動
、
孤
立
的
お
よ
び
散
発
的
な
暴

力
行
為
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
性
質
の
行
為
等
国
内
に
お
け

る
騒
乱
お
よ
び
緊
張
の
事
態
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

　

⒠�　

確
立
さ
れ
た
国
際
法
の
枠
組
に
お
い
て
国
際
的
性
質
を
有
し

な
い
武
力
衝
突
の
際
に
適
用
さ
れ
る
法
規
お
よ
び
慣
例
に
対
す

る
そ
の
他
の
著
し
い
違
反
、
す
な
わ
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
行

為

　
　

ⅰ�　

文
民
た
る
住
民
そ
れ
自
体
ま
た
は
敵
対
行
為
に
直
接
参
加

し
て
い
な
い
個
々
の
文
民
を
故
意
に
攻
撃
す
る
こ
と
。

　
　

ⅱ�　

ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
に
定
め
る
特
殊
標
章
を
国
際
法
に

従
っ
て
使
用
し
て
い
る
建
物
、
物
品
、
医
療
組
織
、
医
療
用

輸
送
手
段
お
よ
び
要
員
を
故
意
に
攻
撃
す
る
こ
と
。

　
　

ⅲ�　

国
際
連
合
憲
章
の
下
で
の
人
道
的
援
助
ま
た
は
平
和
維
持

活
動
に
か
か
わ
る
要
員
、
施
設
、
物
品
、
組
織
ま
た
は
車
両

で
あ
っ
て
、
武
力
衝
突
に
関
す
る
国
際
法
の
下
で
文
民
ま
た

は
民
用
物
に
与
え
ら
れ
る
保
護
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
も

の
を
故
意
に
攻
撃
す
る
こ
と
。

　
　

ⅳ�　

宗
教
、
教
育
、
芸
術
、
科
学
ま
た
は
慈
善
の
た
め
に
供
さ

れ
る
建
物
、
歴
史
的
建
造
物
、
病
院
お
よ
び
傷
病
者
の
収
容

所
で
あ
っ
て
、
軍
事
目
標
以
外
の
も
の
を
故
意
に
攻
撃
す
る

こ
と
。

　
　

ⅴ�　

襲
撃
に
よ
り
占
領
し
た
場
合
で
あ
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、

都
市
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
略
奪
を
行
う
こ
と
。
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ⅵ�　

強
姦
、
性
的
な
奴
隷
、
強
制
売
春
、
第
七
条
第
二
項
⒡
に

定
義
す
る
強
い
ら
れ
た
妊
娠
状
態
の
継
続
、
強
制
断
種
そ
の

他
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
性
的
暴
力
で
あ
っ
て
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸

条
約
の
そ
れ
ぞ
れ
の
第
三
条
に
共
通
し
て
規
定
す
る
著
し
い

違
反
を
構
成
す
る
も
の
を
行
う
こ
と
。

　
　

ⅶ�　

十
五
歳
未
満
の
児
童
を
軍
隊
も
し
く
は
武
装
集
団
に
強
制

的
に
徴
集
し
、
も
し
く
は
志
願
に
基
づ
い
て
編
入
す
る
こ
と
、

ま
た
は
敵
対
行
為
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
使
用
す

る
こ
と
。

　
　

ⅷ�　

衝
突
に
関
連
す
る
理
由
で
文
民
た
る
住
民
の
移
動
を
命
ず

る
こ
と
。
但
し
、
そ
の
文
民
の
安
全
ま
た
は
絶
対
的
な
軍
事

上
の
理
由
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

　
　

ⅸ�　

敵
対
戦
闘
員
を
背
信
的
に
殺
害
し
、
ま
た
は
負
傷
さ
せ
る

こ
と
。

　
　

ⅹ�　

助
命
し
な
い
こ
と
を
宣
言
す
る
こ
と
。

　
　

ⅺ�　

衝
突
の
他
方
当
事
者
の
権
力
内
に
あ
る
者
に
対
し
、
身
体

の
切
断
ま
た
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
医
学
的
も
し
く
は
科
学
的

な
実
験
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
医
療
上
正
当
と
認
め
ら
れ
る

も
の
で
も
、
そ
の
者
の
利
益
の
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
も

な
く
、
か
つ
、
そ
の
者
を
死
に
至
ら
し
め
、
ま
た
は
そ
の
健

康
に
重
大
な
危
険
が
生
ず
る
も
の
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
。

　
　

ⅻ�　

敵
対
当
事
者
の
財
産
を
破
壊
し
、
ま
た
は
押
収
す
る
こ
と
。

但
し
、
衝
突
の
必
要
性
か
ら
絶
対
的
に
そ
の
破
壊
ま
た
は
押

収
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

⒡�　

⒠
の
規
定
は
、
国
際
的
性
質
を
有
し
な
い
武
力
衝
突
に
つ
い

て
適
用
す
る
も
の
と
し
、
暴
動
、
単
発
的
ま
た
は
散
発
的
な
暴

力
行
為
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
性
質
の
行
為
等
国
内
に
お
け

る
騒
乱
お
よ
び
緊
張
の
事
態
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。
同

規
定
は
、
政
府
当
局
と
組
織
さ
れ
た
武
装
集
団
と
の
間
、
ま
た

は
そ
の
よ
う
な
集
団
相
互
の
間
の
長
期
化
し
た
武
力
衝
突
が
あ

る
場
合
に
お
い
て
、
国
の
領
域
内
で
生
ず
る
そ
の
よ
う
な
武
力

衝
突
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

　

第
八
条
第
三
項
は
、
同
条
第
二
項
⒞
お
よ
び
⒠
の
規
定
が
、
あ
ら

ゆ
る
正
当
な
手
段
に
よ
っ
て
、
国
内
の
法
お
よ
び
秩
序
を
維
持
し
、

も
し
く
は
回
復
し
、
ま
た
は
国
の
統
一
を
維
持
し
、
か
つ
領
土
を
保

全
す
る
た
め
の
政
府
の
責
任
に
、
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と

明
記
し
て
い
る
。

　

国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
規
程
第
六
条
、
第
七
条
、
第
八
条
の
規
定

の
解
釈
と
適
用
に
あ
た
り
、
犯
罪
の
構
成
要
件
に
関
す
る
文
書
を
参

考
と
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
こ
の
文
書
は
締
約
国
会
議
の
構
成
国
の

三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
で
採
択
さ
れ
、
そ
の
改
正
を
提

案
で
き
る
の
は
、
⒜
締
約
国
、
⒝
絶
対
多
数
に
よ
る
議
決
を
も
っ
て

行
動
す
る
裁
判
官
、
⒞
検
察
官
で
あ
る
。（
規
程
第
九
条
）
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裁
判
所
規
程
第
五
条
第
一
項
は
、
裁
判
所
の
管
轄
権
内
に
属
す
る

犯
罪
と
し
て
、
⒜
集
団
殺
害
罪
、
⒝
人
道
に
対
す
る
罪
、
⒞
戦
争
犯

罪
と
な
ら
べ
て
⒟
侵
攻
犯
罪
（T

he crim
e of aggression

）（aggres-

sion

は
不
当
な
攻
撃
を
意
味
し
、“
侵
略
”
と
い
う
訳
語
は
不
正
確
で
あ
る

（
（
（

）

を
掲
げ
て
い
る
が
、
同
条
第
二
項
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

　

�　
「（
改
正
に
関
す
る
）
第
百
二
十
一
条
お
よ
び
（
再
検
討
に
関
す
る
）

第
百
二
十
三
条
の
規
定
に
従
い
、
侵
攻
犯
罪
を
定
義
し
、
か
つ
裁

判
所
が
こ
の
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
条
件
を
定
め
る

規
定
が
採
択
さ
れ
た
後
に
、
裁
判
所
は
こ
の
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄

権
を
行
使
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
国
際
連
合
憲
章
の
関
連
す
る
規

定
に
適
合
し
た
も
の
と
す
る
。」

　

右
の
規
定
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
厳
正
な
法
律
的
定
義
が
い
ま

だ
確
立
さ
れ
な
い
「
侵
攻
犯
罪
」
な
る
も
の
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所

の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
は
属
し
て
お
ら
ず
、
現
実
に
は
国
際
政
治
的

概
念
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
の
後
始
末
と
見
ら
れ
る
連
合
国
軍
に
よ
る
自
称

重
大
戦
争
犯
罪
人
（
わ
が
国
で
流
布
す
る
通
称
Ａ
級
戦
犯
）
裁
判
の
訴

追
の
中
心
と
さ
れ
た
「
平
和
に
対
す
る
罪
」（
＝
侵
攻
犯
罪
）
な
る
も

の
は
、
連
合
国
軍
が
唱
え
た
よ
う
な
実
定
国
際
法
上
の
犯
罪
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
り
、
今
日
な
お
、
世
界
の
国
際
法
秩
序
の
中
で
そ
の

存
在
は
正
式
に
は
承
認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

四　

裁
判
所
の
組
織
と
運
営

　

国
際
刑
事
裁
判
所
の
裁
判
官
は
十
八
人
で
あ
り
、
徳
望
が
高
く
公

平
・
誠
実
で
あ
り
、
各
自
の
国
で
最
高
の
司
法
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
の

に
必
要
な
資
格
を
有
す
る
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
能
力
お
よ
び
経

験
を
有
す
る
者
か
ら
選
出
さ
れ
る
。

　

ⅰ�　

刑
事
法
お
よ
び
刑
事
手
続
に
つ
い
て
の
確
立
し
た
能
力
な
ら

び
に
裁
判
官
、
検
察
官
も
し
く
は
弁
護
士
と
し
て
の
、
ま
た
は

他
の
同
様
の
資
格
の
下
で
の
刑
事
手
続
に
お
け
る
必
要
な
関
連

す
る
経
験

　

ⅱ�　

国
際
人
道
法
、
人
権
に
関
す
る
法
等
の
国
際
法
に
関
連
す
る

分
野
に
お
け
る
確
立
し
た
能
力
お
よ
び
法
律
に
か
か
わ
る
専
門

的
な
資
格
で
あ
っ
て
、
裁
判
所
の
司
法
業
務
に
関
連
す
る
も
の

の
下
で
の
広
範
な
経
験

　

裁
判
官
の
選
挙
の
た
め
の
候
補
者
は
、
裁
判
所
の
常
用
語
（
英
語

お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
語
）
の
少
な
く
と
も
一
に
つ
い
て
卓
越
し
た
知
識
を

有
し
、
か
つ
堪
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
な
お
、
裁
判
所
の
公
用

語
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
、
中
国
語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ロ
シ
ア
語
お
よ
び

ス
ペ
イ
ン
語
と
さ
れ
て
い
る
。）

　

裁
判
官
は
、
規
程
第
百
十
二
条
の
規
定
（
こ
こ
で
は
省
略
）
に
従
っ

て
選
挙
の
た
め
に
招
集
さ
れ
る
締
約
国
会
議
の
会
合
に
お
い
て
秘
密

投
票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
。
裁
判
官
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
の
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い
ず
れ
の
二
人
も
、
同
一
の
国
の
国
民
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
る
。

　

締
約
国
は
、
裁
判
官
の
選
出
に
あ
た
り
、
裁
判
官
の
構
成
に
お
い

て
次
の
こ
と
の
必
要
性
を
考
慮
す
る
。

　

ⅰ　

世
界
の
主
要
な
法
体
系
が
代
表
さ
れ
る
こ
と

　

ⅱ　

地
理
的
に
衡
平
に
代
表
さ
れ
る
こ
と

　

ⅲ�　

女
性
の
裁
判
官
と
男
性
の
裁
判
官
と
が
公
平
に
代
表
さ
れ
る

こ
と

　

裁
判
官
は
、
第
三
十
六
条
第
九
項
⒝
の
規
定
（
本
文
は
省
略
、
三
年

ご
と
に
六
人
が
退
任
）
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
九
年
間
在
任
す
る

も
の
と
し
、
右
条
項
⒞
お
よ
び
第
三
十
七
条
第
二
項
（
本
文
は
い
ず

れ
も
省
略
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
再
選
さ
れ

る
資
格
を
有
し
な
い
。

　

裁
判
所
規
程
の
締
約
国
と
な
る
国
は
、
規
程
第
五
条
に
規
定
す
る

犯
罪
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
管
轄
権
を
受
諾
す
る
こ
と
に
な
る
。（
第

十
二
条
第
一
項
）

　

裁
判
所
が
前
記
犯
罪
に
つ
い
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
次
の
場
合
に
お
い
て
で
あ
る
。（
第
十
三
条
）

　

⒜�　

締
約
国
が
第
十
四
条
の
規
定
（
本
文
は
省
略
）
に
従
い
、
こ

れ
ら
の
犯
罪
の
一
ま
た
は
二
以
上
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

事
態
を
検
察
官
に
付
託
す
る
場
合

　

⒝�　

国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
安
全

保
障
理
事
会
が
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
の
一
ま
た
は
二
以
上
が
行
わ

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
事
態
を
検
察
官
に
付
託
す
る
場
合

　

⒞�　

検
察
官
が
第
十
五
条
の
規
定
（
本
文
は
省
略
）
に
従
い
、
こ

れ
ら
の
犯
罪
に
関
す
る
捜
査
に
着
手
し
た
場
合

　

検
察
官
（Prosecutor

）
は
、
裁
判
所
内
の
別
個
の
機
関
と
し
て

独
立
し
て
行
動
す
る
検
察
局
（T

he O
ffi

ce of the Prosecutor

）
の

長
で
あ
り
、
徳
望
が
高
く
、
刑
事
事
件
の
訴
追
ま
た
は
裁
判
に
つ
い

て
高
い
能
力
お
よ
び
広
範
な
実
務
上
の
経
験
を
有
し
、
裁
判
所
の
常

用
語
の
少
な
く
と
も
一
に
つ
い
て
卓
越
し
た
知
識
を
有
し
、
か
つ
堪

能
で
あ
る
資
格
を
備
え
た
者
か
ら
、
秘
密
投
票
に
よ
っ
て
締
約
国
会

議
の
構
成
国
の
絶
対
多
数
に
よ
る
議
決
で
選
出
さ
れ
る
。

　

裁
判
所
を
構
成
す
る
諸
機
関
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

⒜
裁
判
所
長
会
議

　

裁
判
所
長
、
裁
判
所
第
一
次
長
お
よ
び
裁
判
所
第
二
次
長
は
、
裁

判
官
の
絶
対
多
数
に
よ
る
議
決
で
選
出
さ
れ
る
。
三
者
は
裁
判
所
長

会
議
を
構
成
す
る
が
、
同
会
議
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
責
任
を
有
す

る
。

　

ⅰ�　

裁
判
所
（
検
察
局
を
除
く
）
の
適
正
な
運
営

　

ⅱ�　

そ
の
他
の
任
務
で
あ
っ
て
、
規
程
に
よ
っ
て
裁
判
所
長
会
議

に
与
え
ら
れ
る
も
の

　

⒝
裁
判
部

　

裁
判
所
の
司
法
上
の
任
務
は
、
次
の
各
裁
判
部
門
に
お
い
て
遂
行
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す
る

　

ⅰ�　

上
訴
裁
判
部　

裁
判
所
長
お
よ
び
他
の
四
人
の
裁
判
官
で
構

成
す
る
。

　

ⅱ�　

第
一
審
判
部　

六
人
以
上
の
裁
判
官
で
構
成
す
る
。
任
務
は

三
人
の
裁
判
官
が
遂
行
す
る
。

　

ⅲ�　

予
審
裁
判
部　

六
人
以
上
の
裁
判
官
で
構
成
す
る
。
任
務
は

三
人
ま
た
は
一
人
の
裁
判
官
が
遂
行
す
る
。

　

⒞
検
察
局

　

検
察
局
は
、
裁
判
所
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
の
付
託
お

よ
び
そ
の
裏
付
け
と
な
る
情
報
の
受
理
お
よ
び
検
討
、
な
ら
び
に
捜

査
お
よ
び
裁
判
所
へ
の
訴
追
に
つ
い
て
責
任
を
有
す
る
。

　

⒟
書
記
局

　

書
記
局
は
、
検
察
官
の
任
務
お
よ
び
権
限
を
害
す
る
こ
と
な
く
、

裁
判
所
の
運
営
お
よ
び
業
務
の
う
ち
司
法
分
野
以
外
の
分
野
に
つ
い

て
責
任
を
有
す
る
。
書
記
局
の
長
は
裁
判
所
書
記
と
さ
れ
、
裁
判
所

の
首
席
行
政
官
で
あ
る
。

　

裁
判
所
規
程
の
中
で
、
特
に
注
目
す
べ
き
若
干
の
規
定
を
以
下
に

掲
げ
て
お
く
。

　

時
間
に
つ
い
て
管
轄
権
に
関
し
て
、
第
十
一
条
は
、
裁
判
所
が
、

本
規
程
が
効
力
を
生
じ
た
後
に
行
わ
れ
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
み
管
轄

権
を
有
す
る
と
規
定
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
国
も
、
規
程
の
締
約
国
に
な
る
際
、
規
程
が
当
該
国
に

つ
い
て
効
力
を
生
じ
て
か
ら
七
年
の
期
間
、
あ
る
犯
罪
が
当
該
国
の

国
民
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
当
該
国
の
領
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た

と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
第
八
条
に
規
定
す
る
犯
罪
類
型
（
戦
争
犯
罪
）

に
関
し
て
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
を
受
諾
し
な
い
旨
を
宣

言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
経
過
規
定
に
関
す
る
第
百
二
十
四
条
）

　

裁
判
所
は
、
あ
る
事
態
が
付
託
さ
れ
た
際
に
犯
罪
行
為
の
実
行
地

国
（
領
域
内
に
お
い
て
問
題
と
な
る
行
為
が
発
生
し
た
国
、
ま
た
は
犯
罪
が

船
舶
内
も
し
く
は
航
空
機
内
で
行
わ
れ
た
場
合
の
当
該
船
舶
も
し
く
は
航
空

機
の
登
録
国
）、
ま
た
は
犯
罪
の
被
疑
者
の
国
籍
国
の
い
ず
れ
か
が
締

約
国
で
あ
る
場
合
、
も
し
く
は
、
そ
の
い
ず
れ
も
非
締
約
国
で
あ
る

場
合
に
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
管
轄
権
行
使
を
受
諾
し
た
と
き
に
、

管
轄
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
十
二
条
第
二
項
、
第
三
項
）

　

検
察
官
は
自
己
の
発
意
に
よ
り
捜
査
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
い
か
な
る
捜
査
ま
た
は
訴
追
に
つ
い
て
も
、
安
全
保
障
理
事
会

が
国
際
連
合
憲
章
第
七
章
の
規
定
に
基
づ
い
て
採
択
し
た
決
議
に
よ

り
、
裁
判
所
に
対
し
て
こ
れ
ら
を
開
始
せ
ず
、
ま
た
は
続
行
し
な
い

こ
と
を
要
請
し
た
後
十
二
箇
月
の
間
、
こ
の
規
程
に
基
づ
い
て
開
始

し
、
ま
た
は
続
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
安
全
保
障
理
事
会
は
、

そ
の
要
請
を
同
一
の
条
件
に
お
い
て
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第

十
六
条
）

　

裁
判
所
が
適
用
す
る
法
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
第
二
十
一
条
）

　

⒜�　

第
一
に
、
本
規
程
、
犯
罪
の
構
成
要
件
に
関
す
る
文
書
、
お
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よ
び
手
続
お
よ
び
証
拠
に
関
す
る
規
則

　

⒝�　

第
二
に
、
適
当
な
場
合
に
は
、
適
用
さ
れ
る
条
約
、
な
ら
び

に
国
際
法
の
原
則
お
よ
び
規
則
（
確
立
さ
れ
た
武
力
衝
突
に
関
す

る
国
際
法
の
原
則
を
含
む
）

　

⒞�　

裁
判
所
が
世
界
の
法
体
系
の
中
の
国
内
法
か
ら
見
い
だ
し
た

法
の
一
般
原
則
（
適
当
な
場
合
に
は
、
そ
の
犯
罪
に
つ
い
て
裁
判
権

を
通
常
行
使
し
得
る
国
の
国
内
法
を
含
む
）

　

刑
法
の
一
般
原
則
と
し
て
、「
法
な
く
し
て
犯
罪
な
し
」（
第
二
十

二
条
）、「
法
な
く
し
て
刑
罰
な
し
」（
第
二
十
三
条
）、
遡
及
処
罰
の

禁
止
（
第
二
十
四
条
）、
時
効
の
不
適
用
（
第
二
十
九
条
）
等
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
。

　

捜
査
、
訴
追
、
公
判
、
上
訴
、
再
審
に
関
す
る
刑
事
手
続
に
関
す

る
諸
規
定
は
、
本
稿
で
は
掲
示
を
割
愛
し
た
。

　

裁
判
所
は
、
第
五
条
に
規
定
す
る
犯
罪
に
つ
い
て
、
有
罪
の
判
決

を
受
け
た
者
に
対
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
が
で

き
る
。（
第
七
十
七
条
第
一
項
）

　

⒜　

最
長
三
十
年
を
超
え
な
い
特
定
の
年
数
の
拘
禁
刑

　

⒝�　

犯
罪
の
極
度
の
重
大
さ
、
お
よ
び
当
該
有
罪
の
判
決
を
受
け

た
者
の
個
別
の
事
情
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
と
き
は
終
身
の

拘
禁
刑

　

�　

裁
判
所
は
、
拘
禁
刑
の
ほ
か
、
次
の
も
の
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。（
第
七
十
七
条
第
二
項
）

　

⒜�　

手
続
お
よ
び
証
拠
に
関
す
る
規
則
に
定
め
る
基
準
に
基
づ
く

罰
金

　

⒝�　

第
一
項
に
規
定
す
る
犯
罪
に
よ
っ
て
直
接
ま
た
は
間
接
に
生

じ
た
収
益
、
財
産
お
よ
び
資
産
の
没
収
。
た
だ
し
、
善
意
の
第

三
者
の
権
利
を
害
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
行
う
。

　

こ
の
よ
う
に
刑
罰
に
死
刑
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

国
際
刑
事
裁
判
所
と
締
約
国
と
の
協
力
に
関
し
て
、
規
程
第
八
十

六
条
は
、
締
約
国
が
、
裁
判
所
の
管
轄
権
の
範
囲
内
に
あ
る
犯
罪
に

つ
い
て
裁
判
所
が
行
う
捜
査
お
よ
び
訴
追
に
お
い
て
、
裁
判
所
に
対

し
十
分
に
協
力
す
る
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。

　

刑
の
執
行
に
関
し
て
、
第
百
三
条
は
、
拘
禁
刑
が
、
刑
を
言
い
渡

さ
れ
た
者
を
受
け
入
れ
る
意
思
を
裁
判
所
に
対
し
て
明
ら
か
に
し
た

国
の
一
覧
表
の
中
か
ら
裁
判
所
が
指
定
す
る
国
に
お
い
て
、
執
行
さ

れ
る
も
の
と
し
て
い
る
。（
第
一
項
⒜
）

　

脱
退
に
つ
い
て
規
定
す
る
第
百
二
十
七
条
に
よ
れ
ば
、
締
約
国
は
、

国
際
連
合
事
務
総
長
に
あ
て
た
書
面
に
よ
る
通
告
に
よ
っ
て
規
程
か

ら
脱
退
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
脱
退
は
、
一
層
遅
い
日
が
通
告
に
明

記
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
そ
の
通
告
が
受
領
さ
れ
た
日
の

後
一
年
で
効
力
を
生
ず
る
。

　

規
程
発
効
後
の
裁
判
所
の
動
き
を
見
る
と
、
二
〇
〇
三
年
二
月
に

裁
判
官
十
八
名
が
選
出
さ
れ
、四
月
に
検
察
官
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
出
身
）

が
、
六
月
に
裁
判
所
書
記
（
フ
ラ
ン
ス
出
身
）
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。
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二
〇
〇
四
年
に
裁
判
所
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
お
よ
び
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
に
お
け
る
事
態
に
つ
い
て
捜
査
を
開
始
し
、
二
〇
〇
五
年
三

月
に
は
、安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
ス
ー
ダ
ン
・
ダ
ル
フ
ー

ル
の
事
態
が
付
託
さ
れ
た
の
で
、
同
事
態
に
つ
い
て
も
捜
査
を
開
始

し
た
。

　

二
〇
〇
五
年
七
月
に
は
、
ウ
ガ
ン
ダ
北
部
の
事
態
の
被
疑
者
に
対

す
る
逮
捕
状
が
発
布
さ
れ
、
二
〇
〇
六
年
二
月
に
は
、
コ
ン
ゴ
民
主

共
和
国
の
事
態
に
つ
い
て
も
逮
捕
状
が
発
付
さ
れ
て
、
一
名
が
逮
捕

さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
九
年
に
は
、
国
際
刑
事
裁
判
所
ロ
ー
マ
規
程
を
再
検
討
す

る
た
め
の
会
議
や
、
裁
判
官
の
改
選
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
る

（
（
（

。

五　

む
す
び

　

国
際
刑
事
裁
判
所
の
基
本
法
と
い
う
べ
き
同
規
程
は
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
に
お
け
る
国
際
刑
事
法
の
発
展
の
一
応
の
頂
点
を
示
す
も

の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
国
際
法
上
の
最
も
重
大
な
個
人
犯
罪
と
さ

れ
る
も
の
が
、
総
合
的
に
提
示
さ
れ
た
国
際
法
典
と
し
て
、
そ
の
成

立
の
意
義
は
決
し
て
低
い
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
国
際
社
会
で

違
法
と
す
る
非
難
も
多
か
っ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
東
京
の
連
合
国

に
よ
る
両
裁
判
も
、
本
規
程
の
存
在
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
批
判

の
内
容
が
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
本
規
程
に
は
、
刑
事
お

よ
び
刑
事
訴
訟
法
の
普
遍
的
な
一
般
原
則
が
、
明
確
に
掲
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

本
規
程
は
、
と
り
わ
け
戦
争
犯
罪
の
分
野
で
、
従
来
問
題
と
さ
れ

て
き
た
事
項
に
明
確
な
光
を
あ
て
て
、
適
正
な
解
釈
を
可
能
と
し
て

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
国
際
法
上
の
保
護
を
受
け
る

資
格
の
あ
る
「
捕
虜
」
と
単
な
る
被
捕
獲
者
に
過
ぎ
ぬ
者
と
の
厳
格

な
区
別
な
ど
も
、
本
規
程
で
明
示
さ
れ
て
い
る
。（
こ
の
点
に
つ
い
て

の
詳
論
は
本
稿
で
は
省
略
す
る
。）

　

し
か
し
な
が
ら
、
本
規
程
の
現
状
に
お
い
て
最
も
重
要
視
さ
れ
る

べ
き
は
、「
侵
攻
（
犯
）
罪
」
に
お
け
る
未
定
義
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
。

先
の
大
戦
に
引
き
続
い
て
実
施
さ
れ
た
連
合
国
に
よ
る
東
西
の
両
軍

事
裁
判
で
、
訴
追
の
眼
目
と
さ
れ
た
「
平
和
に
対
す
る
罪
」（
＝
侵

攻
犯
罪
）
は
、
本
規
程
に
お
い
て
は
厳
格
な
意
味
で
そ
の
存
在
を
承

認
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
近
い
将
来
に
お
い
て
こ
の
事
態
の
改

善
は
確
実
と
は
予
想
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
に
よ
る
政
治
的
な
「
侵
攻
（
＝
不
当

攻
撃
）」
の
認
定
と
、
国
際
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
「
侵
攻
犯
罪
」
の

純
司
法
的
な
認
定
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
、
多
く
の
難
し
い
問
題
が

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

国
際
刑
事
裁
判
所
は
、
今
後
の
国
際
社
会
全
体
の
努
力
に
よ
っ
て

の
み
必
要
な
発
展
と
活
動
が
期
待
さ
れ
る
有
望
で
は
あ
る
が
前
途
多

難
な
国
際
司
法
機
関
で
あ
る
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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注（
1
）　�

国
際
連
合
国
際
法
委
員
会
が
関
与
す
る
「
平
和
に
対
す
る
罪
」（
＝

「
人
類
の
平
和
と
安
全
に
対
す
る
罪
」）
の
立
法
化
の
た
め
の
作
業

に
つ
い
て
は
、
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

佐
藤
和
男
「
い
わ
ゆ
る
Ａ
級
戦
犯
問
題
の
国
際
法
的
側
面
」（
江

藤
淳
・
小
堀
桂
一
郎
編
『
新
版
・
靖
國
論
集
』、
二
〇
〇
四
年
、

一
一
三
～
一
六
一
ペ
ー
ジ
）

（
2
）　�

佐
藤
和
男
「
誤
訳
と
し
て
の
「
侵
略
」
戦
争―

ア
グ
レ
ッ
シ
ョ

ン
の
訳
語
に
は
「
侵
攻
」
が
適
当
」（
佐
藤
和
男
監
修
『
世
界
が

さ
ば
く
東
京
裁
判
』
改
訂
版
、
平
成
十
七
年
、
明
成
社
、
二
五
四

～
二
六
五
ペ
ー
ジ
）

（
3
）　�

こ
こ
で
い
う
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
と
は
、
次
の
四
条
約
を
い
う
。

ⅰ
戦
地
に
あ
る
軍
隊
の
傷
者
お
よ
び
病
者
の
状
態
の
改
善
に
関
す

る
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
（
第
一
条
約
）

（
傷
病
兵
保
護
条
約
）

ⅱ
海
上
に
あ
る
軍
隊
の
傷
者
、
病
者
お
よ
び
難
船
者
の
状
態
の
改

善
に
関
す
る
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
（
第

二
条
約
）（
海
上
傷
病
者
条
約
）

ⅲ
捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
条
約
（
第
三
条
約
）（
捕
虜
待
遇
条
約
）

ⅳ
戦
時
に
お
け
る
文
民
保
護
に
関
す
る
一
九
四
九
年
八
月
一
二
日

の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
条
約
（
第
四
条
約
）（
文
民
保
護
条
約
）

（
4
）　�

注
⑵
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
）　�Professor Goran Sluiter, Second Report, International 

Crim
inal Court, International Law

 A
ssociation, T

oronto 
Conference (2006), pp.571

～599. (London, 2006)

（
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）




